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公開時は紀要論文が大半でしたが、コンテンツ収集の仕組みを作ることによって、雑誌

載論文、学位論文、研究報告書、ワーキングペーパー、学会発表資料、図書、研究会

行物など多様なコンテンツが登録されるようになりました。

また、既存のシステムから移行し

行物など多様な ンテンツが登録されるようになりました。

登録コンテンツ内訳 （2008 5 30現在)
データのうち、本文未公開であった

要論文について、著者の連絡先を
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登録コンテンツ内訳 （2008.5.30現在)

図書 13件

会議発表資料 7件

し、著作権処理を進めたことによっ

会議発表資料 7件

ワーキングペーパー 961件

研究報告書 53件紀要メタ 開
紀要の本文公開率が19％から4
に上昇しました。

5,242
6,950

研究報告書 53件

学位論文 30件

雑誌掲載論文 285件

紀要全文公開
紀要メタのみ公開

に上昇しました。雑誌掲載論文 285件

紀要論文（全文公開） 5,242件

紀 論文 タデ タ

（紀要計12,192）

紀要論文（メタデータのみ）

6,950件
コンテンツ総数13,541件

継続的なコンテンツ収集の基盤づくり

◆学内助成金の制度改正◆博士論文の収集体制の構築

学内助成金による研究成果

を、可能な限りHERMES‐IRに登録

研究科の窓口で全員の許諾意

思の確認とデジタルデータを受

することを義務付けました。領する体制を構築しました。

全学的な
支援体制の構築

◆新規刊行紀要の包括公開許諾 ◆ワーキングペーパーの収集

誌掲

一部の紀要を除き、包括的に

許諾を受け、全点登録する仕組

経済研究所等のWPについて全

点登録する仕組みを作りました。

会刊

許諾を受け、 点登録する仕組

みを作りました。

点登録する仕組みを作りました。

各研究科・COE等の各種プロジェ

クトについても交渉中です

した

クトについても交渉中です。

た紀

を調査
全員 論文、要旨データ

ほか提出物一式
博士論文の収集体制

って、

許諾確認票

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
HERMES‐IR用
許諾確認票

43％
登録希望者

論文データ
要旨データ

研究科事務室 リポジトリ事務局論文データ



研究グループと連携した研究グル プと連携した
収集と利用促進活動

地中海研究会
「書物・出版と社会

くにたち人類学会 COEプ地中海研究会
変容」研究会

くにたち人類学会 COEプ

研究成果
提供

コンテンツの利用
福田徳三(187

福田徳三研究会

東京商科大学

り、本学の学問福田徳三研究会

HERMES‐IRに登録さ

れた資料を用いた

築きました。

「Special Collec図書 れた資料を用 た
研究を促進

「Special Collec

福田徳三関係研究会刊行物

図書
雑誌論文

電子化資料

真）の電子化と

組んでいます。

紀要論文

電子化資料
の利用研究成果提供

発表された研究成果は「Research & 

登録するEducation Resources」へ登録すること

によって、HERMES‐IRのコンテンツの 手稿など非図書資料

充実をはかります。HERMES‐IRの２

つの機能を有機的に結び付けること
貴重書

の機能を有機的に結び付ける と

によって、機関リポジトリが“情報の

集積庫”の役割にとどまらず 研究

本学で教鞭をとった著名研究者の関

福田徳三関係資料、三浦新七講義集積庫 の役割にとどまらず、研究

の素材と発表の場を提供する“研究

福田徳三関係資料、三浦新七講義

び古川栄一講義ノート類を電子化し

の舞台”になることを目指します。

広報活動広報活動

■大学院生向けガイダンス開催 （ ）■大学院生向けガイダンス開催 （11月19日/21日）

「論文投稿・博士論文提出のための著作権処理＆
HERMES IR入門」プロジェクト HERMES‐IR入門」

★あなたの論文は誰のもの？－論文投稿から掲載まで
★忘れてませんか？著作権処理－学位請求の前にすべきこと

プロジェクト

4‐1930)は、

★あなたの論文を多くの人に読んでもらおう！

■広報誌への掲載 &クリアホルダーの作成
学で教鞭をと

問伝統の礎を

■広報誌への掲載 &クリアホルダ の作成
図書館広報誌、如水会報、一橋大学基金ニューズ、英語ニュー

ズレターに記事を掲載しました。

ctions」では
■リポジトリ・シンポジウム開催 （2月21日）

ブctions」では、

係資料（下写

「ウェブ時代と学術コミュニケーションのゆくえ
～人文・社会科学系研究成果の情報発信の新しい可能性～」

と公開に取り

。

関係資料として、

原稿・手稿類およ原稿 手稿類およ

し公開しました。



利用の促進利用の促進

図書館との連携

図書館のオンライン蔵書目録か図書館のオンライン蔵書目録か

らのリンクを形成し、図書館利用

者がHERMES IRを利用しやすい環
クリック！！

収録

者がHERMES‐IRを利用しやすい環

境を整えました。

外部機関との連携
各号の収

●国立国会図書館 Dnavi(データベース・ナビゲーション・サービス)

●ROAR(Registry of Open Access Repositories)( g y p p )

●国立情報学研究所 JuNii+(機関リポジトリポータル)試験公開版

●国立国会図書館 PORTA(デジタルアーカイブポータル)●国立国会図書館 PORTA(デジタルアーカイブポータル)

２００７年度の活動２００７年度の活動

2007年7月

・雑誌の目次順表示機能の追加

2007年4月

・第1回機関リポジトリ運営会議 雑誌 目次順表示機能 追加

年

第 回機関リポジ リ運営会議

2007年5月

・HERMES‐IR 運用開始

2007年8月

・JuNii+試験公開版へメタデータ提供

2007年6月

・Dnaviに登録

2007年6月

・学内助成金の制度改正
2007年9月

・図書館オンライン蔵書目録との連携

システムの機能改善システムの機能改善

紀要データの活用を図ってもらうために

→  雑誌の目次順表示機能を追加

Google等から直接本文PDFを閲覧するケースに対応するために

→ カバーページの表示機能を追加
録論文を検索

→  カバーページの表示機能を追加

論文提供の動機付けに

→ アクセス数のメール通知サービスを開始
（アイテム閲覧数/ダウンロード数を通知）

収録論文の一覧

HERMES‐IRを知ってもらうために

→  統計情報を公開
（収録コンテンツ数・アクセス数・高頻度閲覧文献リスト）

2007年11月

・大学院生向けガイダンスを開講

・第2回機関リポジトリ運営会議

2008年2月

・シンポジウムの開催

・アクセス数のメール配信を開始

・統計情報を公開2007年12月

・本文ファイルにカバーページ付与

・統計情報を公開

2008年3月

ROARに登録

・英語版の案内ページを公開

・ROARに登録

・PORTAへメタデータを提供2008年1月

・第3回機関リポジトリ運営会議・博士論文収集のための制度開始


